
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー利用にあたってのキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年６月1日

第６回基本計画検討委員会資料６－１

【処理方式選定における施設整備コンセプトについて】 

○周辺環境の保全と調和 

○安全な・安心できる・外乱に対応した安定した・経済性に優れた施設 

○エネルギー回収システムの効率化 

○循環型社会に向け、市民と行政の信頼関係の構築に寄与する施設 

「周辺環境の保全と調和」 

①周辺環境の保全とは、 

○排ガス等排出基準の法規制値を遵守すること。 

○運転管理基準を設定し、安定した運転管理に努めること。 

○以下の方法により、地球温暖化防止対策に努めること。 

・発電や熱回収設備を備えてごみからエネルギーを回収する。（化石燃料等の代替えとなる。） 

・施設内の省エネ化・省資源化等を図る。 

②周辺環境の調和とは・・・ 

○施設の外観が周辺環境や景観と溶け込み、調和がとれていること。 

○白煙防止設備を設置することにより、視覚的な安心感を与え、市民感情との調和を図ること。 

 

「安全な・安心できる・外乱に対応した安定した・経済性に優れた施設」

現場で培った経験から、施設に求めるものは「安定性」や「実績」であると考えている。 

安定した施設運営が、安全・安心につながり、結果的に周辺環境の保全や経済性を高めることになり、それ

が優れた実績となる。 

①安全とは、施設が法規制値を遵守し、自然環境や住民の健康への影響を及ぼさないこと。 

②安心とは、運転中のトラブルがほとんどなく、周辺住民の不安や心配がないこと。 

③外乱に対応したとは、ごみ搬入量や廃棄物政策の将来動向など外的要因による変動に対しても、過大な施設

規模とならないよう適宜見直しを行い、適正な施設規模が計画できること。 

安定とは、運転操作性に優れ、施設が長期的に落ち着いた運転が行えること。 

④経済性に優れた施設とは、投入した費用と効果のバランスが優れていること。 

 

「エネルギー回収システムの効率化」 

①循環型社会形成推進交付金の交付対象事業要件に位置づけられている高効率ごみ発電施設（発電効率１

４％）の導入を目指すこととし、高効率ごみ発電施設の導入が困難な場合は、他の熱エネルギー利用計画を

含めて検討する。 

 

「循環型社会に向け、市民と行政の信頼関係の構築に寄与する施設」 

①施設の運転状況及び排ガス調査結果等を公表し、市民と行政の信頼関係の構築を目指すこと。 

②（仮称）地域連絡協議会を設置し、地元住民と行政の話し合いの場を確保し、地元住民に安心してもらえる

施設運営を目指すこと。 

【エネルギー利用計画について】 

施設整備コンセプ

トとの整合を図る。

①近隣施設への 

 熱供給 

 

②敷地内での熱活用 

（足湯など） 

③できるだけ発電し、

 余剰分は売電。 

④余熱利用施設への 

 熱供給 

（温水ﾌﾟｰﾙ、温浴施設）

⑤その他 

エネルギー利用計画

発電＋温水利用等 発電した電気は、場内で使用。

温水は、場外へも供給。

発電効率14％

熱回収施設 高効率ごみ発電施設

達成可能

達成困難

発電

温水利用等

発電

温水利用等

処理方式検討委員会で検討。

施設整備コンセプトに則し

た計画となる。

温水利用等は、小規模とな

る反面、施設・設備の維持管

理も少なくなる。

小規模でも有効な温水利用

等のアイデアが必要。

温水利用等に余裕があるた

め、様々な利用方法を検討す

ることができる。

反面、施設を建設した場合

には、維持管理費が課題とな

る。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不燃ごみ・不燃粗大 粗大ごみ・可燃粗大 備 考 

枚方市 粗ごみ ：袋・ひもくくり・段ボールに入るもの （無料） 

大型ごみ：指定された品目及び１ｍ以上の家具  （有料） 

出し方：申し込み・戸別収集 

四條畷市に近い。 

寝屋川市 不燃ごみ（無料） 

出し方：袋、定期収集 

臨時ごみ（有料） 

出し方：申し込み／直接搬入 

臨時は、直接搬入の方が

安い 

大東市 燃えない粗大ごみ（無料） 

出し方：申し込み・戸別収集 

燃える粗大ごみ（無料） 

出し方：申し込み・戸別収集 

交野市とほぼ同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【啓発機能について】 【不燃ごみ・不燃粗大ごみ、粗大ごみ・可燃粗大ごみについて】

・主に「ごみの大きさ」で分類し、「袋に入るもの、ひもでくくれる

もの、段ボールに入るもの」は「粗ごみ」として出す。 

・指定された品目と、大きいものは「大型ごみ」として出す。 

・主に「ごみの性状」で分類し、「燃えないもの」は「燃えない粗大

ごみ」として出し、「燃えるもの」は「燃える粗大ごみ」として出

す。 

リサイクル施設の一部として 

①学習、アミューズメント機能 

・３Ｄシアター 

・クイズコーナー 

・○○チャレンジ など 

②体験学習機能 

 ・紙すき工房 

 ・ガラス工房 

 ・せっけんづくり工房 

 ・自転車、家具修理工房 など 

③研究（実証）機能 

 ・せん定枝の木質ペレット研究 

 ・生ごみの堆肥化研究 など 

④市民利用機能 

 ・フリーマーケット 

 ・リフォーム教室 

 ・堆肥化教室 

 ・ゆずります／ゆずってください 

  の情報コーナー 

 ・人材登録コーナー 

 ・市民活動発表（紹介）コーナー 

 ・市民サロン など 

・設備や材料 

・維持管理 

・更新の必要性が高い  

・場所の確保 

・更新の必要性が低い 

敷地内のスペース活用も含め、施設全体として 

① 学習参加イベント 
 ・昆虫採集会 

 ・野鳥観察会 

 ・星座観測会 

 ・広場を開放したイベント など 

② 立地条件を活かした植栽計画 
③ 見学者に、現場が身近に感じられる工夫
（安全には十分に配慮） 

・専門員が必要 

・期間限定 

性状で分けて出す 

燃える・燃えない 

同じラインで処理 別々のラインで処理 

設備の消耗が大きい 設備の消耗は小さい 

分別・排出が容易 分別・排出が難しい 

品目、大きさで分けて出す

前処理で選別 


